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２
０
１
７
年
９
月
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会
締
め
く
く
り
質
疑      

２
０
１
７
年
９
月
２
２
日 

「
熊
本
城
ホ
ー
ル
と
桜
町
・
花
畑
町
周
辺
の
整
備
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
野 

み
え
こ 

  

ま
ず
設
置
条
例
案
が
出
さ
れ
て
い
る
熊
本
城
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

第
１
に
、
設
置
条
例
案
で
は
、
使
用
料
を
施
設
ご
と
に
時
間
単
価
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
条
例
に
基
づ
く

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト
展
示
ホ
ー
ル
の
１
日
の
使
用
料
の
最
低
額
と
最
高
額
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。 

第
２
に
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
利
用
料
金
制
を
導
入
し
、
指
定
管
理
料
を

０
円
で
公
募
す
る
予
定
で
す
。
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト
展
示
ホ
ー
ル
・
会
議
室
の
利
用

率
を
ど
の
よ
う
に
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

ま
た
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト
展
示
ホ
ー
ル
・
会
議
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
、
地
元

事
業
者
・
団
体
等
が
利
用
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

第
３
に
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
維
持
管
理
運
営
に
は
、
指
定
管
理
料
以
外
に
、
長
期
修
繕
費
・
備
品
の
更
新
・

自
主
事
業
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
等
の
費
用
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
経
費
は
、
年
間
ど
の
程

度
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
４
に
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
選
定
に
お
い
て
、
選
定
に
手
が
挙
げ
ら
れ
る
地
元
事
業
者
・
企
業
等

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
５
に
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
期
間
は
５
年
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
５
年
の
公
募
の
繰
り

返
し
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
長
期
に
わ
た
る
企
画
が
立
て
ら
れ
ず
、
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
運
営
に
は

大
き
な
支
障
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

  

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
基
本
計
画
」
で
は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
会
議
だ
け
で
な
く
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
等
、
多
様
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
交
流
施
設
を
め
ざ
す
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
産
業
文
化
会
館
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
か
ら
は
利
便
性
の
良
い
中
心
市
街
地
に

中
規
模
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
市
長
は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
多
目

的
ホ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
中
規
模
ホ
ー
ル
の
機
能
が
確
保
で
き
な
い
か
指
示
し
て
い
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る
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
長
は
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
を
、
市
民
が
主
催
者
と
な
っ
て
利
用
し
て
ほ
し
い

と
お
考
え
で
す
か
。 

 

（
答
弁
） 

  

先
ほ
ど
市
長
は
、「
地
元
の
事
業
者
な
ど
が
主
催
者
と
な
る
見
込
み
は
、
開
業
後
、
一
定
期
間
を
経
て
示
す
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
で
は
、
市
民
が
利
用
で
き
る
中
規
模
ホ
ー
ル
機
能
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
に
整
備
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
訳
で
す
か
ら
、
使
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に

無
責
任
で
あ
り
、
検
討
の
熟
度
が
低
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
利
用
率
予
測
は
７
３
％
で
す
か
ら
、

そ
の
う
ち
、
何
割
ぐ
ら
い
を
市
民
が
主
催
者
と
し
て
利
用
す
る
の
か
、
そ
の
見
通
し
を
示
し
て
条
例
案
を
出
す

べ
き
で
す
。 

 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

終
日
利
用
し
た
場
合
、
可
動
で
７
５
０
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
最
低
２
７
万
３
０
０
０
円
、
最
高
４
９
万
１

４
０
０
円
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
１
５
９
１
席
の
熊
本
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
約
２
倍
の
料
金
で
す
。
森

都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
の
５
倍
な
い
し
６
倍
、
解
体
さ
れ
た
７
０
０
席
の
産
業
文
化
会
館
の
４
倍
か
ら
５
倍
の
料

金
で
す
。
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ル
は
、
低
料
金
で
市
民
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
市
長
が
中
規
模
ホ

ー
ル
機
能
を
確
保
す
る
と
言
っ
て
整
備
し
て
い
る
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
、
市
民
が
主
催
者
と
な

っ
て
利
用
で
き
る
料
金
設
定
に
な
っ
て
い
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

熊
本
城
ホ
ー
ル
は
、
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
べ

き
で
す
。
と
り
わ
け
中
規
模
ホ
ー
ル
は
、
施
設
規
模
か
ら
い
っ
て
も
、
市
民
が
喜
ん
で
利
用
で
き
る
施
設
と
し

て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
税
金
を
４
０
０
億
円
以
上
も
つ
ぎ
込
ん
で
つ
く
る
施
設
を
市
民
が
利
用
で
き
な

い
と
い
う
の
は
決
定
的
な
矛
盾
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
固
定
席
で
な
く
可
動
席
で
あ
る
こ
と
、
音
響
効
果
・

舞
台
機
構
な
ど
、
音
楽
に
も
演
劇
に
も
中
途
半
端
な
ホ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
も
残
念
で
す
が
、
料
金
設
定
の
面
で

市
民
が
利
用
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
再
開
発
ビ
ル
に
施
設
を
整
備
し
た
が
た
め
に
利
用
料
が
高
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
根
本
的
な
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
致
し
ま
す
。 

 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

今
回
の
条
例
案
提
案
に
合
わ
せ
て
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
収
支
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
管
理
料
は「
０
円
」
で
、
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こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
き
た
利
用
料
収
入
５
億
３
３
０
０
万
円
が
、
１
億
１
３
０
０
万
円
上
乗
せ
さ
れ
て
６
億
４

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
２
３
０
０
席
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
は
最
低
で
７
２
万
８
０
０
０
円
、
最
高
１
３
１

万
４
０
０
円
で
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
や
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
３
倍
な
い
し
４
倍
と
、
か
な
り
高

額
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
０
０
０
人
収
容
で
き
る
福
岡
国
際
会
議
場
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル

の
一
体
利
用
の
場
合
の
約
２
倍
の
料
金
で
す
。
利
用
率
の
見
込
み
は
７
３
％
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
福
岡
国
際
会

議
場
の
メ
イ
ン
・
多
目
的
ホ
ー
ル
と
同
等
で
す
。
人
口
１
５
０
万
人
、
熊
本
市
の
２
倍
の
人
口
で
、
九
州
の
経

済
・
文
化
の
中
心
、
空
港
が
都
心
に
近
く
ア
ク
セ
ス
抜
群
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ス
シ
テ
ィ
ー
に
指
定
さ
れ
た
福

岡
市
の
国
際
会
議
場
の
２
倍
の
料
金
で
、
同
じ
利
用
率
を
達
成
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

  

全
国
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
が
急
加
速
す
る
中
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
施
設
の
立

地
や
使
い
勝
手
の
良
さ
、
利
用
料
金
設
定
、
都
市
の
魅
力
、
国
の
支
援
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
本
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
が
成
り
立
っ
て
い
く
の
か
、
市
民
や
議
会
に
対
し
て
納
得
の
得
ら
れ
る

説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。 

 

市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

現
在
、
全
国
で
す
す
む
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
計
画
は
、
規
模
が
巨
大
化
し
、
３
大
都
市
圏
を
中
心
に
整
備
計
画
が
す
す

み
、
国
際
会
議
誘
致
を
め
ざ
し
た
国
際
型
施
設
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
過
剰
供
給
と
も
い
え
る
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
は
、
科
学
的
に
で
は
な
く
、
希
望
的
な
需
要
予
測
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
情
勢

の
中
で
、
自
治
体
政
策
学
の
専
門
家
は
、
国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
政
府
主
導
で
す
す
め
、
自

治
体
が
整
備
す
る
地
方
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
地
元
企
業
の
振
興
・
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
し
た
地
元
型
施

設
と
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
戦
略
は
、
地

元
企
業
の
振
興
・
地
域
経
済
の
発
展
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

＊
地
元
企
業
や
地
域
経
済
振
興
に
寄
与
で
き
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
が
、
そ
の
点
に
は
疑
問
が
残

る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
に
も
地
元
か
ら
手
が
上
が
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

桜
町
再
開
発
・
熊
本
城
ホ
ー
ル
は
、
４
５
０
億
円
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
の
長
期
修
繕
費

等
の
費
用
な
ど
も
考
え
れ
ば
、
今
後
５
０
年
間
で
６
０
０
億
円
近
い
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
税
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金
を
使
っ
た
施
設
が
本
当
に
市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
の
か
、
今
後
問
わ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

つ
づ
い
て
、
桜
町
周
辺
の
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

第
１
に
、
辛
島
公
園
地
下
駐
車
場
・
駐
輪
場
・
地
下
通
路
等
が
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
と
一
体
に
指
定
管
理
で
管

理
運
営
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
熊
本
城
ホ
ー
ル
と
一
体
に
管
理
す
る
理
由
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

第
２
に
、
辛
島
公
園
地
下
施
設
と
桜
町
再
開
発
ビ
ル
は
つ
な
が
れ
、
出
入
口
な
ど
つ
く
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

第
３
に
、
決
算
状
況
報
告
書
１
７
８
ペ
ー
ジ
に
報
告
さ
れ
て
い
る
「
桜
町
・
花
畑
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
経

費
」
に
関
連
し
て
２
点
伺
い
ま
す
。 

① 

実
績
と
し
て
報
告
さ
れ
た「
桜
町・花
畑
地
区
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
」の
イ
メ
ー
ジ
図
に
は
、

花
畑
広
場
の
一
部
に
あ
る
辛
島
公
園
地
下
駐
車
場
の
出
口
部
分
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。駐
車
場
出
口
は
今

後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
出
口
は
ど
こ
に
予

定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
広
場
整
備
費
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
の
時
点
で
予
定
さ

れ
る
今
後
の
広
場
整
備
費
用
に
つ
い
て
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

② 

花
畑
広
場
に
隣
接
し
、
花
畑
公
園
に
挟
ま
れ
た
民
有
地
は
、
仮
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
議
会
の
付
帯
決
議
で
は
、
こ
の
部
分
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
用
地
交
渉
が

行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
買
収
費
用
は
ど
の
程
度
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

第
４
に
、
今
議
会
に
は
、
辛
島
公
園
地
下
駐
車
場
・
地
下
通
路
の
改
修
経
費
と
し
て
調
査
・
設
計
費
等
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
事
業
の
総
事
業
費
が
１
０
億
円
程
度
で
、
そ
の
事
業
費
は
財

政
計
画
に
な
い
と
答
弁
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
や
市
政
史
上
最
大
の
ハ
コ
モ
ノ
整
備
と
な

る
熊
本
城
ホ
ー
ル
整
備
が
本
格
的
に
す
す
み
、
徹
底
し
た
財
政
の
縮
減
を
各
局
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
今
こ
の

時
期
に
、
な
ぜ
新
た
に
１
０
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模
改
修
を
実
施
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

以
上
、
市
長
に
伺
い
ま
す 

 

（
答
弁
） 

 
 

 
 

た
だ
今
の
答
弁
に
関
連
し
て
、
市
長
に
２
点
伺
い
ま
す
。 

第
１
に
、
出
口
だ
け
と
は
い
え
、
花
畑
広
場
の
地
下
駐
車
場
出
口
を
閉
じ
れ
ば
、
出
口
は
１
ヵ
所
と
な
り
ま

す
。
災
害
や
事
故
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
南
北
に
長
い
形
状
の
地
下
駐
車
場
か
ら
出
る
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の
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
緊
急
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
検
証
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

第
２
に
、
民
有
地
の
取
得
価
格
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
花
畑
広
場
整
備
費
の
他
に
こ
の
用

地
費
は
別
途
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
費
用
は
、
中
期
財
政
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 
 （

答
弁
） 

 

＊
辛
島
地
下
駐
車
場
の
出
口
を
閉
じ
る
点
の
安
全
確
保
等
は
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
が
、
き
ち
ん
と
し
た
検
証

結
果
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
の
答
弁
で
は
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
と
辛
島
公
園
地
下
駐
車
場
の
一
体
管
理
は
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
の
催
事

に
合
わ
せ
主
催
者
や
参
加
者
の
駐
車
場
確
保
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
等
で
有
利
に
な
る
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

辛
島
公
園
地
下
通
路
と
再
開
発
ビ
ル
は
、
費
用
は
事
業
者
負
担
で
す
が
接
続
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
桜
町
再

開
発
ビ
ル
の
竣
工
に
向
け
て
、
そ
の
周
辺
の
地
域
や
市
の
施
設
等
が
、
再
開
発
ビ
ル
の
た
め
に
整
備
さ
れ
て
行

き
ま
す
。 

 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

花
畑
広
場
整
備
に
は
２
０
億
円
プ
ラ
ス
民
有
地
取
得
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
地
下
駐
車
場
や
地
下
通
路

整
備
に
も
１
０
億
円
以
上
の
費
用
が
今
後
必
要
な
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
、
今
で
も
厳
し
い
財
政
に
さ
ら
に
重
い

負
担
と
な
り
ま
す
。
花
畑
地
区
・
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
等
の
整
備
の
在
り
方
は
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
納
得
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

  

そ
も
そ
も
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
複
数
権
利
者
の
所
有
す
る
土
地
・
建
物
等
を
一
体
的
に
活
用
し
、
高
層

ビ
ル
建
設
と
合
わ
せ
て
、
広
い
道
路
や
公
共
空
地
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
適
で
良
質
な
都
市
空
間
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
桜
町
再
開
発
は
、
単
独
権
利
者
が
敷
地
い
っ
ぱ
い
を
活
用
し
て
屏
風
の
よ
う
な
高
層
ビ

ル
を
建
て
、
都
市
空
間
を
快
適
に
す
る
公
共
空
地
は
、
熊
本
市
の
整
備
す
る
花
畑
広
場
や
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
の
専
門
家
が
、「
本
来
、
桜
町
地
区
は
、
花
畑
地
区
・
シ
ン

ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
一
体
に
再
開
発
す
べ
き
と
こ
ろ
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
産
業
文
化

会
館
は
何
十
億
か
の
従
前
資
産
と
し
て
評
価
さ
れ
、
花
畑
広
場
・
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
公
共
空
地
と
な
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り
補
助
金
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
市
は
地
権
者
と
な
る
の
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
一
定
部
分
は
権
利
床
と

し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
く
再
開
発
事
業
で
整
備
し
た
と
し
て
も
、
か
な
り
の
費
用
負
担
を
削
減
・

節
約
で
き
た
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
事
業
者
が
主
導
権
を
握
り
す
す
ん
で
き
た
桜
町
再
開
発
と
そ
の

周
辺
整
備
は
、
再
開
発
の
在
り
方
を
歪
め
、
熊
本
市
に
と
っ
て
大
き
な
財
政
負
担
を
生
ん
で
い
る
と
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
点
を
指
摘
し
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 


